



















































Key words ：Asset and lialility view, Revenue and expense view, Principl of same transaction, same journalizing
会計アプローチと「同一取引同一仕訳の原則」














（備　品）  1,047,600 （当座預金）  1,000,000
 （資産除去債務）　  82,000
しかし、収入支出の事実に基づいた仕訳では、
次で十分である。


































































試算表 決算整理 損益勘定 残高勘定
借方 貸方 借方 貸方 借方 貸方 借方 貸方
繰越商品 300 400 300 400
仕　　入 1,500 300 400 1,400
売　　上 2,000 2,000
備　　品 1,000 1,000
減価償却累計額 0 250 250
資産除去引当金 0 25 25
投資有価証券 500 500
支払家賃 260 20 240






繰越利益剰余金 198 1,919 2,002 281
（当期純利益） 83
3,560 3,698 2,002 2,002
［拡張収支］
売 掛 金 200 200
貸倒引当金 2 2 4 4
買 掛 金 180 180
当座預金 120 120
3,880 3,880 1,001 1,001 2,240 2,240
＜例−₁＞　収益費用アプローチの計算構造
項　目
試算表 残高勘定 増　減 決算整理 損益勘定
借方 貸方 借方 貸方 借方 貸方 借方 貸方 借方 貸方
当座預金 120 120 0
売 掛 金 200 200 0
貸倒引当金 2 4 2 2
商品（繰越商品・仕入） 1,800 400 1,400 1,400
売上（前受売上） 2,000 0 2,000 2,000
備　　品 1,082 1,082 0
減価償却累計額 0 271 271 271
資産除去債務 82 86 4 4
投資有価証券 500 570 ａ） 70
前払家賃（支払家賃） 260 20 240 240
買 掛 金 180 180 0
3,962 2,264 2,392 541
［純財産］







繰越利益剰余金 198 281 1,987 2,000 1,917 2,000
（当期純利益） 83 83
その他有価証券評価差額金 0 70 ａ） 70 3,917 3,917 2,000 2,000





























































































































丁数 預 入 引 出 残 高
借方勘定 貸方勘定 諸口 小口 現金 買掛金 諸口 小口 現金 売掛金
3 1 前月繰越 ✓ 900,000
2 青森商会 得45 5,000,000 5,000,000 5,900,000
7 弘 前 商 店 仕 3 700,000 700,000 5,200,000
10 備　　　品 17 1,000,000 1,000,000 4,200,000
31 リース債務 23 457,400
支 払 利 息 33 47,600 505,000 3,695,000
〃 退職給付引当金 19 2,000,000
前払年金費用 20 500,000 2,500,000 1,195,000




4 1 前月繰越 ✓ 1,195,000
3 青森商会 得45 4,000,000 4,000,000 5,195,000
10 支払リース料 34 500,000 500,000 4,695,000
30 退職年金拠出額 21 2,500,000 2,500,000 2,195,000
＜例−₃＞　当座預金出納帳（特殊仕訳帳）






　（車両運搬具） 2,380,000 （リース債務） 2,380,000
その後、次の仕訳が行われると説明される。
　（リース債務） 457,400 （当 座 預 金） 505,000
　（支 払 利 息） 47,600
　（リース債務） 466,548 （未払リース債務） 466,548


























　（リース債務） 457,400 （支払リース料） 500,000
　（支 払 利 息） 47,600 （未払リース料） 5,000
　（リース債務） 466,548 （未払リース債務） 466,548















　（退職給付費用） 2,000,000 （退職給付引当金） 2,000,000





















　（退職給付費用） 2,000,000 （退職給付引当金） 2,000,000
　（退職給付引当金） 2,000,000 （退職年金拠出額） 2,500,000
　（前払退職年金拠出額 ） 500,000 （退職年金拠出額） 500,000
　または（前払年金費用）
　なお、翌期首に、次の再振替仕訳が行われ、











































































　（現　　　　  金） 1,000 （資　　本　　金） 1,000
　〈会計責任〉  〈会計責任の発生原因：収入〉



































xi  IASB, Framework for the Preparation and 
Presentation of Financial Statements、2001, 49
項。なお、資産負債アプローチでは、収益費用は資
産負債の増減により認識される（Framework for 








































 ない（ Framework for the Preparation and 
Presentation of Financial Statements、58、63
項 ）。
